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研究背景

• タッチスクリーン上でのインタラクション
– 操作に応じた触覚・聴覚提⽰

• 操作性の向上
• コンテンツの現実感の向上

– 触覚提⽰の種類
• クリック感 [Fukumoto & Sugimura 2001]

• 摩擦感 [Bau et al. 2010]

• 硬さ感 [Jansen et al. 2010]

• 凹凸感 [Saga & Deguchi 2012]

• 課題
– 遅延︓操作から提⽰までにかかる時間
– どのように触れたかの計測
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研究⽬的

• ⾼速な計測と触覚提⽰をタッチスクリーン上で実現
– タッピングインタラクションに注⽬

• 触覚提⽰の遅延に敏感な動作 [Ohnish and Mochizuki 2007]

• 接触速度も重要 [Fiene and Kuchenbecker 2007, LaMotte 2000]

– 振動の初期振幅に影響
– ⼀般的に⾔われている1kHzリフレッシュレートを実現

（触れてから触覚提⽰されるまでが1msec）

• 新しいインタラクションの実現
– タップ速度に応じた感覚提⽰

• キーの強弱表現が可能なピアノ
– 振動提⽰によるスクリーンの材質感変調
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コントリビューション

• ⾼速かつ接触速度計測可能な光式タッチセンサの開発

• 開発したタッチセンサの定量評価

• 新しいインタラクションの実現

• ⼈が遅延を感じる閾値の計測
– 開発したタッチセンサと触覚提⽰⼿法を⽤いて，⼈がシステ

ムが遅れていると感じる閾値を⼼理物理実験より計測
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